
12
月

28
日
、
社
保
庁
当
局
に
よ
る
卑

劣
な
「
自
主
退
職
」
の
強
制
を
拒
否
し
、

社
保
事
務
所
の
５
２
５
名
の
仲
間
が
分

限
免
職
処
分
を
受
け
て
立
ち
ま
し
た
。

い
っ
た
い
、
彼
ら
に
解
雇
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

い
う
の
か
。
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
、
歴

代
政
府
に
よ
る
年
金
破
た
ん
の
せ
い
で
、

正
規
・
非
正
規
２
万
人
余
の
労
働
者
が

全
員
解
雇
さ
れ
、
屈
辱
的
な
「
誓
約
書
」
、

賃
下
げ
と
人
減
ら
し
、
残
業
と
労
働
条

件
改
悪
の
承
諾
を
踏
み
絵
に
、
選
別
再

雇
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

厚
労
省
・
社
保
庁
と
自
治
労
・
社
保

労
組
幹
部
が
グ
ル
に
な
っ
て
進
め
て
き

た
、
こ
の
あ
ま
り
に
理
不
尽
な
攻
撃
に

対
し
て
、
社
保
の
仲
間
の
怒
り
の
大
量

決
起
が
叩
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。

た
た

民
主
党
・
連
合
政
権
の
本
性
が
あ
ら

わ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鳩
山
政
権
と
は
、
８
・
30
総
選
挙
で

崩
壊
し
た
戦
後
自
民
党
支
配
に
か
わ
り
、

大
恐
慌
で
最
大
の
危
機
を
迎
え
た
資
本

主
義
の
延
命
の
た
め
に
、
民
主
党
、
社

民
党
、
経
団
連
に
、
御
用
組
合
の
連
合

が
中
軸
と
な
っ
て
支
え
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア

政
府
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
沖
縄
は
じ

め
怒
り
の
直
撃
で
も
う
グ
ラ
グ
ラ
で
す
。

12
月

22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府

「
10
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
に
は
、
「
日

本
年
金
機
構
を
廃
止
し
国
税
庁
に
統
合
、

歳
入
庁
を
設
置
す
る
方
向
で
検
討
」
と

ま
で
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
者
の

選
別
再
雇
用
の
上
に
こ
き
使
っ
て
、
数

年
後
に
年
金
機
構
は
廃
止
。「
国
税
庁
に

統
合
、
歳
入
庁
設
置
」
で
、
戦
後
の
年

金
制
度
は
廃
止
・
解
体
、
企
業
分
担
分

を
解
消
し
、
税
財
源
に
一
元
化
す
る
。

ま
さ
に
社
保
庁
解
体
は
、
労
働
者
の
団

結
破
壊
と
年
金
・
社
会
保
障
制
度
解
体

の
道
州
制
攻
撃
そ
の
も
の
で
す
。

社
保
労
働
者
の
首
切
り
と
労
働
監
獄

化
に
全
面
協
力
し
、
不
採
用
と
な
っ
た

組
合
員
に
「
自
主
退
職
し
非
常
勤
へ
の

応
募
」
を
迫
り
、
社
保
労
組
解
散
・
採

用
職
員
の
み
で
の
新
労
組
立
ち
上
げ
で
、

解
雇
反
対
闘
争
の
圧
殺
に
動
い
た
連
合

自
治
労
・
社
保
労
組
本
部

は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

連
合
の
定
昇
維
持
春
闘

方
針
で
は
「
悪
循
環
を
断

ち
切
り
生
活
を
守
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

政
労
使
す
べ
て
の
関
係
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
発

揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
し
、
「
協
力

し
、
こ
の
危
機
的
状
況
か

ら
脱
出
し
て
持
続
的
な
経

済
成
長
に
つ
な
げ
る
」
と

す
る
経
団
連
・
御
手
洗
発

言
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。

自
治
労
本
部
春
闘
方
針
案

も
「
景
気
回
復
・
財
政
再
建
」
を
最
大

の
前
提
条
件
と
し
て
い
る
あ
り
さ
ま
で

す
。こ

れ
が
労
働
組
合
か
。
首
切
り
・
賃

下
げ
を
強
行
す
る
政
府
や
資
本
に
よ
っ

て
買
収
さ
れ
た
御
用
組
合
幹
部
か
ら
、

労
働
組
合
を
奪
い
返
す
と
き
で
す
。

す
べ
て
の
み
な
さ
ん
！

年
金
や
自
治
体
の
業
務
は
、
労
働
者

の
労
働
ぬ
き
に
は
進
み
ま
せ
ん
。
労
組

執
行
部
が
ど
ん
な
に
裏
切
ろ
う
と
、
職

場
の
労
働
者
が
団
結
し
て
闘
え
ば
、
攻

撃
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
ま
す
。
解
雇
さ
れ
た

労
働
者
と
固
く
団
結
し
、
解
雇
撤
回
と

労
働
監
獄
の
現
状
を
打
ち
破
る
た
め
に
、

闘
い
ま
し
ょ
う
。
闘
う
労
働
組
合
を
職

場
か
ら
つ
く
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

鳩
山
首
切
り
政
権
追
い
つ
め
る

社
保
労
働
者
の
反
乱
始
ま
る
！

改
憲
と
首
切
り
の
民
主
党
・
連
合
政
権
打
倒
！

２
・
13
大
デ
モ
へ

年
金
事
務
所
・
自
治
体
職
場
で
働
く
み
な
さ
ん
！

民
主
党
・
連
合
政
権
に
よ
る
社
保
庁
解
体
＝
全

員
解
雇
・
選
別
再
雇
用
の
暴
挙
は
、
公
務
員
３
６

０
万
人
首
切
り
の
道
州
制
解
雇
の
始
ま
り
で
す
。

こ
の
大
攻
撃
に
対
し
、
全
国
の
社
保
事
務
所
の

５
２
５
名
の
仲
間
が
分
限
免
職
の
脅
し
を
は
ね
の

お
ど

け
て
決
起
し
、
首
切
り
と
労
組
の
解
体
・
変
質
に

走
る
鳩
山
政
権
を
徹
底
的
に
追
い
つ
め
て
い
ま
す
。

職
場
の
過
酷
な
労
働
監
獄
の
現
実
に
、
労
働
者

と
し
て
の
怒
り
を
爆
発
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
団
結
こ

そ
力
。
社
保
５
２
５
名
の
解
雇
撤
回
を
掲
げ
、
闘

う
労
働
組
合
を
職
場
に
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
ょ
う
！

税
制
大
綱
で
「
年
金
機
構
廃
止
」

と
明
記
。
社
保
解
体
は
団
結
破

壊
と
年
金
制
度
解
体
の
た
め
だ

希
望
者
全
員
を
正
規
職
と
し
て

採
用
し
ろ
！

解
雇
撤
回
掲
げ

闘
う
労
働
組
合
を
作
り
出
そ
う

国鉄決戦訴え､年末･年始街宣が大反響 失業者総数８００万の

大失業に立ち向かう１０４７名解雇撤回･ＪＲ外注化阻止へ(12/30池袋)

「
政
労
使
で
資
本
主
義
支
え
る
」

社
保
首
切
り
協
力
し
た
連
合
と

自
治
労
本
部
の
春
闘
方
針
弾
劾

２０１０年
１月５日
発行

＊私たち労組交流センターは、職場の怒りと団結を武器に、闘う労働組合の再生を呼びかけています。ビラを読んだご意見やご感想、職場に関する情報をお寄せください。

解雇絶対反対で闘う全国社保労
組福山分会・平口さん(12/28)

（要項は裏面）

年金機構は希望者全員を正規職として採用しろ！１月４日、

年金機構業務初日に全国の１００近い職場で大宣伝。全国社保労組福山

分会平口さんは就労闘争に決起。杉並・年金機構本部前ではマスコミの

大注目下で２０名が発足式出席の長妻厚労相、紀陸理事長を弾劾（写真）



10
月

29
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
動
労
千
葉

に
対
し
て
、「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ

た
業
務
体
制
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て
」

と
す
る
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
コ
ス
ト
削
減
」
と
「
徹
底
し
た
効
率
化
」

を
理
由
に
こ
れ
ま
で
の
枠
を
一
掃
し
、
構
内
・

検
修
業
務
を
丸
ご
と
外
注
化
し
、
１
５
０
０

名
に
及
ぶ
要
員
削
減
・
子
会
社
へ
の
出
向
強

制
（
最
後
は
転
籍
）
で
、
動
労
千
葉
は
じ
め

闘
う
労
働
組
合
を
叩
き
つ
ぶ
す
大
攻
撃
で
す
。

そ
の
も
た
ら
す
先
は
安
全
の
崩
壊
で
す
。

す
で
に
、
01
年
の
設
備
関
係
の
外
注
化
で
、

レ
ー
ル
破
断
や
異
常
摩
耗
が
多
発
し
、
降
雨

ま

も

う

に
よ
る
道
床
の
陥
没
な
ど
、
鉄
道
会
社
と
し

て
の
機
能
が
失
わ
れ
た
と
し
か
言
い
よ
う
の

な
い
事
態
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
上
に
、
構
内
・
検
修
業
務
を
全
面
外

注
化
す
る
な
ど
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
強
行
し
た
ら
間
違
い
な
く
安

全
は
崩
壊
す
る
。
首
都
圏
で
第
２
、
第
３
の

尼
崎
事
故
が
不
可
避
と
な
る
の
で
す
。

「
コ
ス
ト
削
減
」
「
効
率
化
」
を
掲
げ
た
外

注
化
の
進
行
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
人
件

費
は
、
８
５
０
億
円
も
減
少
し
、
経
常
利
益

は
１
千
億
円
以
上
も
は
ね
上
が
り
、
経
営
幹

部
は
年
に

10
億
円
も
の
報
酬
を
手
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
安
全
を
支
え
る
現
場
の
労

働
者
は
ど
ん
ど
ん
無
権
利
・
超
低
賃
金
の
非

正
規
雇
用
労
働
者
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
安
全
」
が
犠
牲
に
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
す
。

動
労
千
葉
の
闘
い
に
よ
り
、
千
葉
支
社
管

内
で
は
大
事
故
寸
前
で
と
ど
め
ら
れ
な
が
ら

も
、
レ
ー
ル
破
断
、
信
号
故
障
、
架
線
切
断
、

工
事
ミ
ス
が
相
次
ぎ
、
中
央
線
な
ど
は
「
列

車
が
ま
と
も
に
走
る
日
が
な
い
」
事
態
と
な

り
、
そ
し
て
05
年
４
月
25
日
の
Ｊ
Ｒ
尼
崎
事

故
（
死
者
１
０
７
人
、
重
軽
傷
者
５
６
２
人
）
、

同
年
12
月

25
日
の
Ｊ
Ｒ
羽
越
線
事
故
（
死
者

５
人
、
重
軽
症
者

32
人
）
に
ま
で
い
た
り
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
も
下
請
け
・
孫
請
け
の
保

線
労
働
者
を
は
じ
め
労
災
死
亡
事
故
は
相
次

ぎ
、
そ
の
数
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
以
後

で
は
３
５
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

民
営
化
・
「
効
率
化
」
で
労
働
者
が
次
々
と

殺
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

民
営
化
さ
れ
た
郵
便
局
で
も
、
つ
い
先
日
、

銀
座
局
で
職
員
が
欠
陥
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
転

落
事
故
で
犠
牲
と
な
り
、
品
川
清
掃
工
場
で

も
コ
ン
ベ
ア
に
挟
ま
れ
て
派
遣
社
員
が
死
亡
。

小
泉
改
革
に
よ
る
規
制
緩
和
・
人
員
削
減

で
保
育
所
の
死
亡
事
故
が
多
発
。
ほ
と
ん
ど

が
労
働
者
の
せ
い
に
さ
れ
、
退
職
を
よ
ぎ
な

く
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

社
保
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
職
場
で
、
病
休
者

や
自
殺
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
当

局
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
労
働
組
合
が

闘
う
ど
こ
ろ
か
、
労
働
者
の
怒
り
や
危
機
感

を
抑
え
つ
け
る
奴
隷
頭
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
現
状
を
職
場
の
闘
い

で
、
ぶ
っ
飛
ば
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
日
の
、
資
本
に
よ
る
「
首
切
り
自
由
」

や
過
労
死
・
病
休
続
出
、
事
故
多
発
は
、
23

年
前
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
る
労
組
破

壊
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

国
鉄
労
働
者

20
万
人
の
首
切
り
と
同
時
に

「
労
働
者
派
遣
法
」
が
制
定
さ
れ
、
総
評
解
散
・

連
合
結
成
の
も
と
で
、
新
自
由
主
義
と
規
制

緩
和
・
民
営
化
に
よ
る
戦
後
最
悪
の
労
働
条

件
が
強
制
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
28
名
の
被
解
雇
者
を
出
す
動
労

千
葉
の
渾
身
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
、
１
０
４
７

こ
ん
し
ん

名
解
雇
撤
回
闘
争
を
生
み
出
し
、
こ
の
大
失

業
時
代
の
労
働
者
の
闘
い
の
中
軸
と
な
っ
て
、

政
府
と
Ｊ
Ｒ
体
制
を
追
い
つ
め
て
い
ま
す
。

労
組
解
体
＝
安
全
崩
壊
か
民
営
化
粉
砕
か
。

全
労
働
者
の
未
来
を
か
け
て
、
Ｊ
Ｒ
外
注
化

阻
止
決
戦
に
総
決
起
し
ま
し
ょ
う
。

労
働
者
に
事
故
の
責
任
な
し
！

闘
い
な
く

し
て
安
全
な
し
！

無
限
の
資
本
増
殖
に
か
ら

れ
て
強
欲
の
限
り
を
尽
く
す
資
本
と
労
働
者

の
利
害
は
絶
対
に
相
い
れ
ま
せ
ん
。
動
労
千

葉
の
反
合
理
化
・
運
転
保
安
闘
争
に
学
び
、

解
雇
撤
回
と
効
率
化
＝
民
営
化
絶
対
反
対
・

安
全
闘
争
を
、
職
場
か
ら
ま
き
起
こ
そ
う
。

２
・
13
春
闘
大
デ
モ
に
起
ち
あ
が
ろ
う
！

労
働
組
合
破
壊
と
対
決
し
、
闘
う
国
鉄
労
働
者
と
と
も
に
、

職
場
か
ら
反
合
理
化(

民
営
化)

・
安
全
闘
争
を
巻
き
起
こ
そ
う

闘
い
な
く
し
て
安
全
な
し
！

民
営
化
・
「
効
率
化
」
で
労
働
者

が
次
々
と
殺
さ
れ
て
い
る

ＪＲ尼崎事故を忘れるな！2005年4月25日、107人の犠牲者を出

したＪＲ尼崎事故。羽越線事故はじめこれ以降も重大事故が続発

全
面
外
注
化
・
労
組
破
壊
許
し
た

ら
安
全
崩
壊
・
大
事
故
が
不
可
避

大失業に立ち向かい、労働運動の反転攻勢へ

国鉄１０４７名解雇撤回！

検修全面外注化阻止！ 反合理化・運転保安確立！

2月13日(土)13時 渋谷･代々木公園 集会後ＪＲ東本社へデモ

よびかけ：動労千葉、動労水戸、動労高崎連帯、

動労西日本、動労千葉を支援する会

す
べ
て
は
国
鉄
分
割
・
民
営
化
か

ら
始
ま
っ
た
。
歴
史
的
決
着
か
け

て
Ｊ
Ｒ
外
注
化
阻
止
決
戦
へ
！

首
切
り
と
労
働
監
獄
許
さ
ず
、

労
働
組
合
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う


